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｢外来棟改修工事が始まります」
［改修の基本コンセプト］

はじめに、再開発検討委員会外来部会において検

討していただいた基本コンセプトを紹介致します。
第一は“患者様のプライバシーの尊重とアメニテイ
の整備,'です。これまでカーテン仕切りだった診察
室の個室化、不足していた車椅子用トイレの増設、

上下移動のためのエレベーターやエスカレーターの

設置などを検討しました｡

第二は“患者様の待ち時間の短縮と混雑の緩和，’

です。完全予約及び午後診療の実施、患者数が平準
化となる診療科の配置、待合いスペースの整備など
を検討しました。

第三は“臓器別診療体制の整備”です。病棟では
既に実施されていますが、外来での整備を検討しま

した。たとえば内科・外科フロアは消化器系、呼吸
循環器系、その他（代謝・膠原・血液・腫瘍）の診
療体制配置となります。

第四は“特殊外来等の整備，’です。緩和医療、点
滴センターなどの整備について検討しました。点滴
センターは内科・外科フロアと同じフロアに設置さ
れます。

その他検討したことは、診察室のサイズを将来困
らないように設定すること、受付・スタッフ通路は

２診療科で共有すること、受付はオープンカウンタ

ーと作業室のセットとすることなどを検討しまし
た。

期

西病棟１階～３階エリア
（救急、薬剤、ＩＣＵの整備）

平成17年３月～平成17年７月予定
特診棟１階～３階エリア
（契約室、経営企画、輸血部の整備）

平成17年７月～平成17年11月予定

病棟１階エリア

（地域医療、コインランドリーの整備）

平成17年11月～平成18年２月予定
病棟２階エリア

（検査部採尿室、検査諸室の整備）

平成17年11月～平成18年２月予定

玄関棟１階～３階（エスカレーターの整備）

平成17年４月～平成18年１月予定

工

● 

詳細な工程につきましては、後曰連絡いたしま

す。なお、エスカレーターの整備は新年度の発注予
定です。

新外来棟の診療科配置

《
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関
棟
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［工事範囲と工期］

外来棟は、現在の３ブロックを１．Ⅱ工区とⅡ.
Ⅲ工区の２工区に分けて工事を行い、各工区の実施

段階で仮診察室エリアへの移転があります。仮診察
室エリアは、新病棟１階と新病棟東側の仮診察室棟
になります。

工期

・仮診察室エリア（新病棟１階、仮診察室棟）
平成17年１月～平成17年５月中旬

・仮ＳＰＤセンター（中央診療Ｂ棟玄関前）
平成17年３月～平成17年５月中旬

・外来棟Ｉ.Ⅱ工区

平成17年６月～平成17年10月予定
・外来棟Ⅱ．Ⅲ工区

平成17年10月～平成18年２月予定
移転の第１段階は、平成17年５月27日（金）午後

～５月29曰（曰）の予定です。詳細については担当
課より後曰連絡いたします。

【移転】第２段階 第１段階

仮診察室エリアの診療科配置

外来棟改修のほか、病棟診療棟改修工事が並行し
て実施されます。救急部・ICU、輸血部などが改修
範囲です。

※麻酔科は旧外来棟２階に第１段階で移転します

(施設課）
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退職にあたって

検査部副部長久保田勝秀

北大病院に始まり、民間の臨床検査所、事業所病

院、診断薬メーカーなど、流浪の旅（？）の末たど

り着いたのが、旭川医科大学附属病院創設準備室で

した。早いもので、２９年が「あつ」と言う間に過ぎ

「もう定年？」と自分でも不思議な感覚で過ごして

いる昨今です。特に技師長を命ぜられたこの４年間

は様々なお仕事をいただき、日ごろ忙しく動き回っ

ていたせいか､とても４年も経った気持ちにはなれ

ません。就任初年には、旧中央診療棟３階の検査部

から新病棟２階への引越し、その後、旧病棟２階検

査部の改修工事のため、３階の仮検査室・仮中央採

血室で業務を行い、数ヵ月後再び元に戻ったこと。

最も記憶に新しいのが、一昨年から昨年１月にかけ

ての病院機能評価の準備作業です。検査部内の準備

作業は勿論、仮の院内サーベーヤーになって、病棟

を始め多くの医療現場にお邪魔いたしました。もち

ろん私自身、他の部門の業務については殆ど知識が

無いにも関わらず、前例を頼りに失礼ながら様々な

質問をさせていただき,、現場の方々には大変申し訳
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なかったと思っています。院外活動で記憶に新しい

のは日本検査血液学会の学会設立に関われたことで

す。2000年３月に設立された当会は、現在二千二百

余名の検査血液学を楽しむ（？）臨床検査技師と医

師の会になり、毎年夏に開催される学術集会には全

会員の１／３もの方が参加する会に成長いたしました。

このように様々な活動を出来ましたのは、検査部は

じめ関係各位のご協力とご指導の賜物と心からお礼

申し上げます。終わりになりましたが、去る２月４

曰に曰本臨床検査技師会から思いがけなく第27回金

井泉賞授賞決定の通知を頂きました。金井泉先生は

臨床検査提要の初代執筆者で、昭和16年の初版発行

以来その著書は多くの検査技師や医師に活用されて

おり大変ご高名な先生です。

このような栄誉を受けることができますのも、皆

様方のご指導の賜物と重ねて感謝とお礼を申し上げ

ます。そして思い出に満ちた旭川医科大学の発展を

心からお祈りしています。

／ 
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旭川医大病院とともに羽年
￣ 

￣ 

宿］ 橋陽子副看護部長

私は昭和51年４月１日、101名の看護職員ととも

に旭川医科大学に採用になり、弘前大学医学部附属

病院で４ヶ月間の研修後、同年11月１日開院した附

属病院に29年間勤務させて頂きました。その多くは

病棟勤務で、旧９階西ＮＳ（当初第一・第二外科混

合病棟、後に第二外科）に６年、旧６階東ＮＳ（眼

科・耳鼻咽喉科病棟）に８年、旧９階東ＮＳ（第一

外科、歯科口腔外科病棟）に６年、旧８階西ＮＳ（第

二内科病棟）に４年、そして看護部に５年間勤務さ

せて頂いたことになります。

開院当初は看護体制や当院の看護を作り上げてい

くために、一人一人のスタッフが輝いていた時代で

ありました。

平成３年､看護婦不足が到来し一時的にICUナー

スステーションが閉鎖となった時、ＩＣＵによって術

後管理が支えられていた外科系の病棟は、右手を失

うほどの痛手でしたが、医師・看護婦が一体となっ

て手術後の診療・看護に当たった必死の経験は、忘

れることができません。

勤務した各ナースステーションでは、若いスタッ

フと共に最善の看護を提供しようと、知識の習得と

看護の創意・工夫にむけ全力疾走し続けた楽しい時

期でもあります。

終りの５年間は、看護部の教育担当をさせて頂き

ましたが、看護における継続教育はまさしく共育で

あり、人材育成は経営資源となる人財育成であるこ

とを実感しております。

今年度より国立大学法人となり、経営効率が先行

しがちな今日、経営のコンセプトは顧客とスタッフ

の満足にあることを忘れず、効率化と質の向上に向

け取り組んで頂きたいと思います。多くの皆様にご

支援を頂きながら勤めさせて頂きました29年間に感

謝いたしますとともに、旭川医大病院の益々の発展

を祈念いたします。

－２－ 
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退職にあたって

病院事務部長北山秀寿

３月末日で定年ですが、何故か自分の事として受

け止められないと言うのが、正直な気持ちです。

それにしても､４２年間という長い間、よく何事も

なく勤められたものだと自分ながら感心しています。

昭和38年に北海道大学に奉職以来、７大学１高専

に在職し、縁があって最後の３年間は、旭川医科大

学にお世話になりました。

病院関係の業務に携わったのは、２０年になります

が、それぞれの大学で特有の問題があり、その時そ

の時で、地元の人達に助けられ、改善改革に取り組

むことが出来ました。一曰があっという間に過ぎ去

り、業務に充実感がありました。

本院での３年間は、再開発・法人化・経営改善、

そして機能評価の取得のための作業等私なりに頑張

ったつもりでおりますが、あまりお役に立てなかっ

たような気がしております。

しかし、再開発の為の増収、法人化・機能評価の

認定の為に、皆さんが努力し、病院の雰囲気も３年

前とは比較にならない程変わりました。

これから、本院としてやらなければならない事が

まだまだ沢山あります。

例えば、保育所・ファミリーハウス・病児保育施

設の設置、更に、外来の再開発に伴う午前・午後の

診療体制の整備、患者呼び出し方式のシステム化・

二次救急・点滴センターの設置・地域医療総合セン

ターの設置等がありますが、これらの業務に関わる

事が出来なくて残念ですが、これらの課題を乗り越

えて、旭川医科大学がますます発展充実されること

を祈念いたしますと共に、皆様には、公私にわたり

お世話になり、数々のご厚情を賜りましたことを心

からお礼申し上げます。

f可JＨ

｢ＸＴを活用した旭川医科大学の
社会貢献が全道的広がりへ」

遠隔医療センター長吉田晃敏

社会貢献の一つとしてスタートした「北海道メデ

ィカルミュージアム」の第２回目が、１月27日遠隔

医療センターを発信基地としてネット上で開催され

た。今回は､整形外科学講座松野丈夫教授に「雪道、

氷道で起きやすい転倒によるケガと応急処置」と題

して、転倒した時の応急処置を詳しく解説して頂い

た。また凍結路面の解析や冬道での歩行姿勢をコン

ピューター解析し、どの様に歩いたら転倒しにくい

か等を約１時間30分ほど講演して頂いた。整形外科

の先生と職員による下半身強化体操の実演なども好

評を博していた。

このネット上で展開される「北海道メディカルミ

ュージアム」は、昨年上川中部圏を対象として始め

られたが、今回からその内容に賛同した北海道教育

委員会の後援もあり、旭川市と周辺地域、さらに稚

内、深川、岩見沢、小樽からの参加で、総勢300名

を超える道民が聴講し、全道的な広がりを見せてい

る。今後も、一般教育、看護学科、基礎医学講座、

臨床医学講座の各方面のご理解とご協力を頂きなが

ら、この「特色ある本学の社会貢献プログラム」を

推進させたい。なお、次回の開催は３月16曰14時３０

分から予定しており、ホームページも開設した。

http://www・u-pcojp/ｈｍｍ／
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第坊回全国国立大学病院救急部協議会の開催報告

知救急部長郷

本年１月18日、本学が世話人となり全国国立大学
救急部協議会が旭川で開催された。全国42大学中３２
大学の救急部長、副部長、看護師長が参加した。今
回は文部科学省からも２名出席していただいた。
石川病院長の挨拶で会が開始された。続いて高等

教育局医学教育課大学病院支援室長山本晃氏から、

「大学病院の当面する課題」と題した講演をいただ
いた。

本学の救急部長郷が議長で協議会が進行した。今
回の協議会の大きなテーマは二つであった。ひとつ

は国立大学法人化に伴う問題点と対応、二つ目は卒

後臨床研修導入に対する対応である。各施設から現

況報告がなされ、それに基づいた今後の方針などが

検討された。法人化に伴う救急部の医師勤務形態の

変化に伴う人員不足や給与の減少などは各施設に共
通した問題であった。卒後研修のカリキュラムの精

度や内容は施設間較差が大きいようであった。今

後、できるだけ共通のプログラムを構築すべく情報

交換を行うこととなった。

法人化後も本協議会を継続することが確認され、

次回は岡山大学の氏家良人教授に世話人をお願いす

ることになった。

協議会後の懇親会でも引き続いて各施設の悩みや

自慢が本音で語られ､'極寒の地での熱い協議会は実

りの多いものとなった。
白雫詮?ヨヱ通E型豆Jy宝?歸f勺五二寵?＝缶=壷引］T需宝蕊'=曰｡電上已義?リヱ程早包1毒壷:寒月好で?…宝詫z軍砕忽瀞7蕊蓉T7T零万1記?？可

携帯電話の－－

－使用解禁場所

病院ボランティアさん募集
患者サービスの一層の向上を図り地域住民のニーズに応える病院とする

ため、平成17年度も次のとおり「病院ボランティア」を募集しておりますd

お知り合いに希望する方がいらっしゃいましたら、ご紹介くださるよう
お願いします。

【病院ボランティアになるためには】

特別な資格は必要としませんが、定期的・継続的に活動ができること

及び心身ともに健康なことが必要です。

【活動内容】

①病院玄関ホール・検査室などで患者さまの診療手続きや案内・送迎

のお世話などを行います。

②入院される患者さまの病棟への案内を行います。

③小児科病棟での、患児とのふれ合い及び棚等のディスプレイ、レク

リエーション行事のお手伝いなどを行います。

【活動曰】

月曜日から金曜曰のうち活動のできる曜日（週１回程度）に来ていた
だくことになります。

【活動時間】

いずれの曰も午前８時30分から午後５時00分までのうち、希望する時
間帯です。

【活動開始】

４月以降であれば、いつからでも始められます。

【応募方法・照会先】

電話または葉書で下記に照会して下さい。おって丁申込書を送付しま
す。

〒O78-8510旭川市緑が丘東２条１丁目１番１号

旭川医科大学病院事務部

医療企画課病院庶務係
（内線）３００８

（DDO166-69-3008 

（ＦＡＸ）Ｏ166-65-6114 

平成16年10月１曰から、場所

を限定して携帯電話の使用を許

可しています。使用にあたって

は、周りに迷惑を掛けないよ

う、マナーを守っていただくよ

うお願い致します。

【使用できる場所】

○正面玄関ホール

○各階の

エレベータホール

○病室個室

(医療企画課）

-－４－ 
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ウム塩であり、気道平滑筋に局在するムスカリンＭ３

【薬剤吉ﾛ】受容体の阻害により気管支拡張作用を示す。しか
し、従来の抗コリン薬に比べて受容体からの解離が

新薬紹介（44）非常に遅く､長時間にわたって受容体阻害作用を示
す。そのため、１日１回の吸入により十分に呼吸困

臭化チオトロピウム
難を改善する。

（スピリーバ吸入用カプセル）本剤はカプセル剤であるが、消化管からの吸収率
は非常に低く、内服しても期待する効果は得られ

慢性閉塞性肺疾患（Chromc○bstructiveず、専用の吸入器により吸入する。緑内障や前立腺

pulmonaryDisease:COPD）とは有毒な粒子やガ肥大等による排尿障害のある患者に対して、抗コリ

スに対する肺の異常な炎症性反応の結果、呼気の進シ作用により症状を悪化させる恐れがあるため禁忌

行,性の気流制限をきたす疾患である○ＣOPDは、主である。主な副作用は口渇であるが、吸入後のうが

に肺胞系の破壊が進行する肺気腫と、主に中枢気道いによりある程度軽減できる。

の破壊が進行する慢性気管支炎または両者の併発に使用上の重要な注意として、本カプセルは吸湿性

よるものがある。があるため、吸入直前に’カプセルだけ取り出す必

ＣＯＰＤの病態生理として、コリン系の賦活が顕著要がある。空気に触れさせると、２４時間以内しか使

である。そのため、第１選択薬として吸入用抗コリ用できない。ヒートシール１枚に７カプセルが封入

ン薬が用いられることが多い。抗コリン薬は中枢気されているが、切断するとアルミシートをはがすこ

道に対して強い気管支拡張効果を示す．しかし、従とができなくなってしまったり、カプセルが空気と

来の抗コリン薬では効果の発現が短く患者のＱＯＬ接触するため、当面は７の倍数でのみの数の処方を

改善が不十分であった○お願いしたい。

本剤は、従来の抗コリン薬と同様、４級アンモニ（薬品`情報室大滝康一）
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|ま不合格でその理由の検討が必要です。当院の血液

製剤便用量はＭＡＰをのぞき軒並み50％値を超え、

アルブミン製剤においては90％値をはるかに超えて

います。すなわち、当院では血液製剤が適正に使用

されていないということができます。

血液製剤を多く使うほど感染リスクは高まりま

す。また、ＤＰＣ下では、高価な血液製剤の使いすぎ

は収支を赤字にする恐れがあります。患者様のリス

ク回避のため、また病院経営の安定のためにも血液

製剤の適`性使用を心がけましょう。

（輸血部副部長紀野修一）

輸血部発⑱

血液製剤の適正使用にご協力を

『いつも安全で適正な輸血療法にご協力いただき

ありがとうございます｡』というフレーズは輸血部か

ら皆様宛てに送られる様々な文書の冒頭に書かれて

います。安全な輸血療法がマニュアル・手順を遵守
し輸血事故を防止することを意味しているのは容易

に理解いただけるでしょう。しかし、適正な輸血療

法が具体的にどういうことを意味しているのかは、

あいまいかも知れません。

「輸血療法の実施に関する指針｣では『適正な輸血』

の項目に、１）感染リスクを減らすために供血者数

を最小限にすること、２）使用方法は血液製剤の各

使用指針に沿うこと、３）輸血の必要性や輸血量設

定の根拠を診療録に記載することの３つが示され、

『適正な輸血』のために具体的に守るべき事項と考

えられます。

昨年末、全国2163医療機関の血液製剤使用量を調

査した結果をうけ、「血液製剤の平均的使用量につ

いて」という厚生労働省通知が出され、病院として

の『適正な輸血（血液製剤の使用)』の基準が初めて

示されました。病床数や全身麻酔の件数などで分類

した病院群別の血液製剤の標準的使用量が提示さ

れ、各病院の実績を標準的使用量と比較することが

求められています。表に当院の実績を示します。全

国集計の50％値以下は合格、９０％値を超過する場合

結果計算式の内容

ilJ 
Pミン３９をＦＦＰ＊アルブミン 1単位に相当するとして計算

－５－ 

調査項目

全国

調査

結果

旭川医大病院

結果 計算式の内容

ＭＡＰ（単位／病床数）
50％値

90％値

10.0 

1４３ 
9.7 5547／569 

FFP（単位／病床数）
50％値

90％値

7.7 

17.0 
10.7Ⅶ 6075／569 

PＣ（単位／病床数）
50％値

90％値

23.6 

4３４ 
2４６ 14015／569 

アルブミン

(ｇ／病床数）

50％値

90％値

7５ 

134 
111572／569 

グロブリン

(ｇ／病床数）

50％値

90％値

6.5 

12.1 
10.4 5928／569 

FFP／ＭＡＰ 
50％値

90％値

０．７４ 

L4２ 
1`1０ 6075／5547 

(Ａｌｂ／３率)／ＭＡＰ
50％値

90％値

1.81 

､４２３ 

l蕊蕊ｉ
(111572／３)／5547 

((Alb／３竃)＋FFP)／ＭＡＰ
50％値

90％値

2.67 

5.38 
((111572/3)+6075)/5547 
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ワリスマスのプレゼント
年末、１２月22日（水）の午後、４階西の小児科病

棟で子ども達へのクリスマスプレゼントが届けられ

ました。一人一人に声を掛けながらプレゼントを渡

したのは､~サンタクロースに扮した病院長で、上田

看護部長からは、クリスマスカードも手渡されまし

た。

入院中の子ども達は驚きながらも、プレゼントを

もらうと「ママ見て！」「すご－い」など、喜びの声

をあげ、付き添いのお母さんたちと笑顔を見せてい

ました。

（医療企画課）
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平成１Ｇ年度患者 数等統 計

診'再診廷患者数

(経営企画課）
※稼働率は、承認病床数（602床）602床）により算定している。
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野中聡
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ボランティア連絡会

病院立入検査

医療事故防止のための講演会

事故防止啓発部会事例検討会

・１／2０

・２／２

・２／３

・２／1６

己=狸ＣＱ

－６－ 

区分
外来患者数

初診 再診 延患者数

－曰平
均外来
患者数

院外処方
菱発行率

紹介率
入院患
者延数

一日平
均入院
患者数

※ 

稼働率
前年度
稼働率

平均在
院曰数
(一般病棟）

1０月
人

1,315 
人

22,764 
人

24p7９ 
人

1,20zLO 

％ 

62.12 

％ 

55.51 

人
１Ｍ7０ 

人
531.3 

％ 

8825 

％ 

69.84 
曰

20.61 

1１月 1,217 23,122 24､339 1,217.0 62606 58.01 15,980 532.7 88648 69.56 21.01 

1２月 1,204 22,590 23ｹ794 1,25 61.49 5４６５ 16,129 520.3 86`4３ 68.76 １Ｍ９ 

計 3,736 6Ｍ7６ 72,212 1,22`L４ 61.89 56.06 48,579 528.1 87.72 69.39 20.37 

累計 lL496 203,765 215,261 1,176.3 61.69 5４４７ 142,808 519.3 8６２６ 73.71 20.59 

同鱸翻大秤均 12,606 1eL490 177,096 9６ 73.65 49.86 142,541 519.5 85.68 84637 22.07 


